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・主な予算の紹介
　 高校魅力化プロジェクト始動
・代表質問・一般質問
　 議員６人が31件を質問
・議案一覧
　 議案13件を審議

・決算指摘事項
　 ５つの項目を指摘
・特別委員会で所管事項調査を実施
　 各施設を現地視察
・議会ニュース
　 輪島漆芸美術館開館30周年記念式典ほか

９月定例会

ホームページ

羯鼓林にある瑩山禅師（右）と定賢律師（左）の
モニュメント（門前町清水）

かっこばやし けいざんぜんじ じょうけんりっし

じ
　羯鼓林は瑞夢を見た永光

寺の住職　瑩山禅師（總持寺

開祖）と諸岳寺の住職だった

定賢律師が初めて出会った

地だといわれている。

かっこばやし

けいざんぜんじ

もろおかでら

じょうけんりっし

ずいむ ようこう
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令和３年 第３回定例会（８月31日～９月16日）
令和２年度決算を認定～５項目を指摘～

　８月31日から９月16日にかけて市議会定例会が開催されました。
　市長からは、専決処分の承認に係るもの１件、予算案１件、条例の制定
及び一部改正に関するもの４件、決算の認定に係るもの５件、その他の議
案１件を合わせた 12 件が提出されました。
　また、議会からは、議会議案として意見書に係るもの１件が提出されました。
　提出された議案を審議し、いずれも承認、原案可決または認定となりました。

令和３年 第３回定例会（８月31日～９月16日）
令和２年度決算を認定～５項目を指摘～

　８月31日から９月16日にかけて市議会定例会が開催されました。
　市長からは、専決処分の承認に係るもの１件、予算案１件、条例の制定
及び一部改正に関するもの４件、決算の認定に係るもの５件、その他の議
案１件を合わせた 12 件が提出されました。
　また、議会からは、議会議案として意見書に係るもの１件が提出されました。
　提出された議案を審議し、いずれも承認、原案可決または認定となりました。

令和３年度補正予算額

一般会計

特別会計

企業会計

合　　計

213億6,475万5千円

84億5,480万2千円

89億9,938万2千円

388億1,893万9千円

輪島市議会
YouTubeFacebook

●次の定例会は12月です●

補正後の予算額

5億1,903万9千円

0千円

0千円

5億1,903万9千円

６月補正後の予算額

208億4,571万6千円

84億5,480万2千円

89億9,938万2千円

382億9,990万0千円

９月定例会補正
（７月専決処分を含む）

本会議は議場で傍聴できます。
本会議の日程は輪島市議会のホームページで
御確認ください。

市議会を傍聴してみませんか。

また、Facebook でも
情報を発信しておりますのでご覧ください。

本会議の生中継・録画は輪島市ケーブルテレビ、市議会のYouTube チャンネルで見ることができます。

※現在、本庁舎改修工事中のため傍聴席までの通行に
　　　　　　　　　　　　　ご不便をおかけいたしております。
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主な補正予算の紹介主な補正予算の紹介

伝統工芸技術継承支援事業

　学校給食椀等を修繕又は加飾を施し、新
たな製品として活用するほか、漆芸美術館に
おける若手作家の作品販売環境を整備

　三井出張所改修設計業務・改修工事費

衛生環境整備事業費
　小中学校、公民館、体育施設における網
戸設置工事、感染症対策に要する備品等購
入費用及び市内保育所等における抗ウイル
ス・抗菌コーティングの費用

　輪島市学習センターの開設準備費、運営
費等

事業費
1,800万円

抗ウイルス・抗菌コーティング作業をする保育所

新型コロナウイルス感染症対策を強化
整備予定の輪島漆芸美術館エントランスホール

事業費
5,825万円追加 追加

支所出張所改修事業費 高校魅力化プロジェクト事業費

　輪島市学習センターは、輪島高等学校及び
門前総合支所１階で開設予定

事業費
3,203万円

開設予定の輪島高等学校
改修工事を行う三井出張所

外壁、屋上防水、空調設備等を改修

事業費
1,430万円NEW 追加
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代表質問 令和３年第３回定例会

他
の
質
問
項
目

　
　
　
令
和
２
年
度
決
算
の
財
政
状

況
を
各
指
数
を
用
い
て
簡
潔
に
説
明

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
財
政
健
全
化
指
標
で
は
、
実

質
公
債
費
比
率
が
10
・
８
％
、
将
来

負
担
比
率
が
84
・
７
％
で
、
い
ず
れ

も
基
準
値
を
下
回
っ
て
お
り
、
実
質

赤
字
比
率
や
資
金
不
足
比
率
等
も
生

じ
て
お
ら
ず
、
健
全
性
を
維
持
し
て

お
り
ま
す
。

　
　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
と
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　
　
８
月
30
日
現
在
の
接
種
率
は
、

65
歳
以
上
で
２
回
目
ま
で
90
％
以
上

が
接
種
済
み
で
、
希
望
さ
れ
た
方
々

へ
の
接
種
は
、
ほ
ぼ
終
了
致
し
ま
し

た
。

　
今
後
、
集
団
接
種
は
、
希
望
者
の

接
種
が
ほ
ぼ
終
了
す
る
と
見
込
ま
れ

る
９
月
末
で
終
了
し
、
10
月
以
降
は
、

個
別
接
種
の
み
で
来
年
の
２
月
末
ま

で
の
実
施
を
予
定
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
今
議
会
上
程
の
感
染
防
止
に

関
す
る
補
正
予
算
の
概
要
を
お
示
し

く
だ
さ
い
。

　
　
　
市
内
経
済
活
性
化
支
援
に
つ

い
て
は
、
漆
器
、
宿
泊
施
設
の
医
療

従
事
者
受
け
入
れ
、
商
工
振
興
、
特

産
品
販
売
促
進
、
タ
ク
シ
ー
等
事
業

者
へ
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
事
業
の
内
容
で
す
が
、
学
校
で
使

用
の
給
食
椀
に
蒔
絵
や
沈
金
で
加
飾
、

修
繕
を
行
い
ま
す
し
、
５
人
以
上
の

事
業
所
で
感
染
者
及
び
濃
厚
接
触
者

が
確
認
さ
れ
た
場
合
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

費
用
等
を
助
成
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
の
支
援
や

保
育
所
等
に
お
い
て
、
床
や
ド
ア
ノ

ブ
、
手
す
り
、
遊
具
等
に
抗
ウ
イ
ル

ス
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
施
工
し
、
接
触

感
染
を
防
ぎ
ま
す
。
併
せ
て
市
内
の

小
中
学
校
に
も
追
加
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
昨
年
12
月
議
会
で
質
問
し
ま

し
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
を
伺

い
ま
す
。

　
　
　
輪
島
漆
器
組
合
の
取
組
に
対

す
る
補
助
事
業
と
し
て
実
施
し
て
お

り
、
現
在
、
国
際
登
録
出
願
と
併
せ

て
台
湾
で
も
申
請
し
、
い
ず
れ
も
審

査
中
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　｢

文
化
財
の
匠
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト｣

へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
匠
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
文

化
財
修
理
に
必
要
な
技
術
を
持
つ
人

材
や
特
殊
な
用
具
、
必
要
な
原
材
料

の
確
保
の
方
策
に
つ
い
て
、
文
化
庁

が
令
和
４
年
度
よ
り
５
か
年
計
画
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
と
し
て
は
、
本
事
業
を
活
用

で
き
な
い
か
情
報
収
集
に
努
め
、
将

来
的
な
修
復
施
設
設
置
に
つ
い
て
も

漆
器
組
合
や
業
界
及
び
関
係
各
課
と

協
議
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

・
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　
に
つ
い
て

・
ほ
っ
と
石
川
観
光
プ
ラ
ン
推
進
事

　
業
に
つ
い
て

・
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
お
け

　
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
事
業
に
つ
い
て

・
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
つ
い
て

市
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
つ
い
て

漆
製
品
等
の
文
化
財
修
理

の
た
め
の
人
材
や
原
材
料

確
保
に
つ
い
て

輪
島
塗
の
海
外
商
標
登
録

事
業
に
つ
い
て

椿
原

市
長

市
長

椿
原

椿
原

市
長

椿
原

教
育
長

椿
原

椿
原
　
正
洋 
議
員

自
由
民
主
党

会
派 

自
民
わ
じ
ま

財
政
状
況
に
つ
い
て

修繕等を行う学校給食椀

本ページは、質問者本人の原稿を尊重して掲載しています。
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職
員
３
３
０
人
を
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
来
庁

さ
れ
た
市
民
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う

な
対
応
が
あ
っ
た
の
か
質
問
し
ま
す
。

　
な
お
、「
市
職
員
は
全
員
公
費
で

検
査
し
た
が
、
来
庁
し
た
市
民
は
自

費
で
検
査
し
た
。
こ
れ
は
一
体
ど
う

い
う
こ
と
で
す
か
。」
と
い
う
声
を

市
民
の
方
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
を
申
し
添
え
て
お
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
能
登
北
部
保
健
所
の
調

査
に
よ
り
、
今
回
の
感
染
者
及
び
濃

厚
接
触
者
は
す
べ
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
場
所
で
の
も
の
で
あ
り
、
職
場
内

一般質問 令和３年第３回定例会

　
　
子
ど
も
達
に
関
わ
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
取
組
み
を

伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
新
学
期
に
向
け
た
感
染

へ
の
防
止
対
策
の
徹
底
に
つ
い
て
あ

ら
た
め
て
学
校
長
に
指
示
を
す
る
と

と
も
に
、
児
童
生
徒
、
保
護
者
に
対

し
ま
し
て
も
メ
ー
ル
配
信
や
文
書
に

よ
っ
て
感
染
症
対
策
の
徹
底
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。

　
学
校
に
お
い
て
感
染
が
確
認
さ
れ

た
場
合
は
保
健
所
の
指
示
の
下
、
該

当
す
る
学
校
の
全
部
又
は
一
部
を
臨

時
休
業
し
、
消
毒
を
行
い
、
安
全
と

判
断
さ
れ
た
後
、
学
校
再
開
と
い
た

し
ま
す
。

　
　
平
時
の
そ
な
え
を
住
民
に
呼
び

か
け
る
事
や
避
難
場
所
や
施
設
の
管

理
状
況
を
確
認
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
現
在
１
５
２
の
自
主
防

災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
７
７

９
名
の
防
災
士
と
共
に
避
難
訓
練
や

初
期
消
火
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
地

区
が
あ
り
ま
す
。

　
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
防
災

対
策
課
が
地
区
な
ど
に
出
向
い
た
際

に
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

　
避
難
場
所
や
施
設
に
お
い
て
は
、

防
災
対
策
課
の
職
員
を
は
じ
め
施
設

管
理
者
や
公
民
館
な
ど
で
状
況
を
確

認
し
て
い
ま
す
。

　
　
災
害
発
生
の
抑
止
や
被
害
軽
減
を

図
る
た
め
の
取
組
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
山
地
災
害
危
険
地
区
の

整
備
を
進
め
て
お
り
、
土
砂
災
害
の

抑
止
や
被
害
軽
減
に
む
け
、
今
後
も

国
や
県
と
連
携
し
、
住
民
の
安
心
安

全
な
暮
ら
し
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

・
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

　
影
響
を
受
け
て
い
る
現
状
に
つ
い
て

下 

　 

善 

裕 

議
員

無

所

属

会
派 

勇
気

門 

前 

　
徹 
議
員

無

所

属

会
派 

市
民
派
一
馬
力

門
前

門
前

で
の
濃
厚
接
触
者
は
い
な
い
と
判
断

を
い
た
だ
き
、
来
庁
さ
れ
た
市
民
の

皆
様
に
も
濃
厚
接
触
者
は
い
な
い
も

の
と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
来
庁
さ
れ
た
市
民
の
方
か

ら
電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
で
お
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
感
染
の
心

配
は
な
い
旨
お
答
え
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
市
民
が
任
意
で
検
査
す
る
際
、

例
え
ば
出
張
や
旅
行
に
行
く
前
に
受

け
た
い
と
か
、
帰
っ
て
来
て
職
場
に

行
く
前
に
ま
た
受
け
た
い
等
、
必
要

な
と
き
に
速
や
か
に
、
そ
し
て
安
い

費
用
で
検
査
で
き
る
よ
う
公
費
で
の

助
成
と
検
査
体
制
の
確
立
が
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
市
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
個
人
が
行
う
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
へ
の
助
成
は
、
市
で
は
困
難

で
あ
り
ま
す
が
、
事
業
所
が
実
施
す

る
検
査
に
は
助
成
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

下

下下

総
務
課
長

健
康
福
祉
部
長

他
の
質
問
項
目

教
育
部
長

総
務
部
長

産
業
部
長

市
役
所
内
で
コ
ロ
ナ
感
染
が
発

生
し
た
際
の
対
応
に
つ
い
て

学
校
等
の
子
ど
も
達
へ
の

対
応
に
つ
い
て

防
災
・
減
災
に
向
け
た

そ
な
え
に
つ
い
て

本ページは、質問者本人の原稿を尊重して掲載しています。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
へ
の
助
成

に
つ
い
て
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一般質問 令和３年第３回定例会

　
　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
行
事
の
中
止

や
縮
小
が
さ
れ
て
い
る
が
今
後
の
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
創
７
０

０
年
に
行
う
予
定
の
行
事
は
殆
ど
が

中
止
と
な
り
、
法
要
も
縮
小
さ
れ
た

形
で
の
実
施
と
な
っ
た
が
、
地
元
商

店
街
で
は
空
き
店
舗
の
活
用
な
ど
地

域
活
性
化
の
動
き
は
続
い
て
お
り
、

本
市
と
し
て
も
「
禅
の
里
広
場
」
の

整
備
な
ど
官
民
あ
げ
て
「
ま
ち
づ
く

り
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
機
運
を
失
わ
な
い
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
こ
の
流
れ
を
令
和
６
年

に
予
定
さ
れ
て
い
る
開
祖
瑩
山
禅
師

　
　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
追
加

し
て
学
習
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
費
用
対
効
果
だ
け

で
い
う
と
民
間
の
私
塾
な
ど
に
委
託

し
た
方
が
経
費
を
抑
え
ら
れ
、
よ
り

効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
市
内

に
あ
る
私
塾
の
経
営
を
圧
迫
す
る
と

い
う
話
を
聞
く
が
、
私
塾
と
の
協

議
・
調
整
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
公
営
塾
学
習
セ
ン
タ
ー
の
設
置
だ

け
で
は
、
高
校
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
ら
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
留
学
な
ど
を
含
め
て
市
外
・

県
外
か
ら
短
長
期
の
留
学
生
を
募
集

し
て
こ
そ
高
校
の
魅
力
化
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
習
セ
ン

タ
ー
運
営
に
つ
い
て
は
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
国
か
ら
の
特
別
交
付
税
措
置
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
費
用
負
担

が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
高
校
と
連
携
を
密
に
し
、

生
徒
の
進
路
実
現
に
向
け
た
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
、
探
究
活
動
な
ど
を
通
じ

地
域
課
題
発
見
・
解
決
型
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
補
完
的
に
取
り
組
む
こ
と
か

ら
、
民
間
塾
に
お
け
る
大
学
受
験
に

特
化
し
た
指
導
と
は
異
な
り
ま
す
。

　
本
市
の
特
性
を
活
か
し
た
高
校
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
や
ス
ポ
ー
ツ
留

学
を
含
め
市
外
・
県
外
か
ら
の
生
徒

受
入
れ
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

・
移
住
定
住
促
進
事
業
に
つ
い
て

・
フ
ー
ド
ロ
ス
対
策
に
つ
い
て

・
農
水
産
品
の
加
工
に
つ
い
て

７
０
０
回
大
遠
忌
へ
の
大
き
な
動
き

に
つ
な
げ
て
い
く
よ
う
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
今
後
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
サ
ー
ビ

ス
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
は

ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、
難
視

聴
地
域
に
お
け
る
地
上
波
放
送
へ
の

対
応
を
目
的
と
し
て
開
局
し
、
多

チ
ャ
ン
ネ
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
き
た
が
、
現

在
求
め
ら
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
等
に

対
応
す
る
に
は
、
一
自
治
体
と
し
て

難
し
く
、
両
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
周
知
に
つ
い
て
は
、
広
報
等
で
の

お
知
ら
せ
や
、
利
用
者
へ
案
内
文
を

送
付
す
る
と
と
も
に
電
話
相
談
窓
口

を
設
け
る
な
ど
し
て
代
替
方
法
な
ど

を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
、
ス

ム
ー
ズ
な
移
行
が
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

・
障
害
者
雇
用
の
状
況
に
つ
い
て

輪
島
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

に
つ
い
て

他
の
質
問
項
目

他
の
質
問
項
目

高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
に
つ
い
て

總
持
寺
開
創
７
０
０
年
の

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

森 

　 

裕 
一 
議
員

自
由
民
主
党

会
派 

自
民
わ
じ
ま

市
長

坂
本
　
賢
治 

議
員

無

所

属

会
派 

市
政
会

坂
本

禅
の
里
づ
く
り
推
進
室
長

高
校
魅
力
化
推
進
室
長

本ページは、質問者本人の原稿を尊重して掲載しています。

森

森
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一般質問 令和３年第３回定例会

　
　
著
し
く
障
害
が
あ
り
、
日
常
生

活
に
常
時
特
別
な
介
護
が
必
要
な
20

歳
以
上
の
人
に
月
２
万
７
千
円
が
支

給
さ
れ
る
国
の
制
度
で
す
。

　
田
村
厚
労
大
臣
は
、
「
障
害
者
手

帳
が
な
い
と
も
ら
え
な
い
と
勘
違
い

し
て
い
る
人
も
多
い
。
実
際
は
国
が

示
す
障
害
の
程
度
、
認
定
の
基
準
に

従
い
、
医
師
の
診
断
書
で
判
断
す

る
。
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。
介
護

保
険
の
要
介
護
４
や
５
の
高
齢
者
も

受
け
取
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
聞
き

ま
し
た
。

　
輪
島
市
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
現
在
、
本
市
に
お
き
ま

し
て
は
、
19
名
の
方
が
特
別
障
害
者

手
当
を
受
給
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
内
、
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
が
18
名
、
お
持
ち
で
な
い
方
が
１

名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
特
別
障
害
者
手
当
に
関
す
る
情
報

に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
わ
じ
ま
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
な
ど
周

知
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

・
産
廃
処
分
場
の
防
災
対
策
に
つ
い

　
て
　

・
盛
り
土
に
つ
い
て
　

・
学
校
ク
ラ
ス
タ
ー
を
防
ぐ
対
応
に

　
つ
い
て
　

・
Ａ
Ｅ
Ｄ(

自
動
体
外
式
除
細
動
器)

　
に
つ
い
て
　

・
火
災
警
報
器
に
つ
い
て
　

・
生
活
保
護
に
つ
い
て
　

・
輪
島
朝
市
食
文
化
継
承
事
業
に
つ

　
い
て
　

・
無
料
低
額
診
療
に
つ
い
て
　

・
介
護
保
険
に
つ
い
て

鐙
　 

邦 
夫 
議
員

日
本
共
産
党

会
派 

日
本
共
産
党

他
の
質
問
項
目

福
祉
課
長

特
別
障
害
者
手
当
に
つ
い
て

●
議
会
日
誌
●

●
議
会
日
誌
●

●
議
会
日
誌
●

・
輪
島
市
穴
水
町
環
境
衛
生
施
設
組
合

　
議
会
臨
時
会

・
第
１
０
５
回
能
登
五
市
議
会
議
長
会

　
定
期
総
会

・
公
共
施
設
等
調
査
特
別
委
員
会

・
産
業
厚
生
委
員
会

・
議
会
運
営
委
員
会

・
全
員
協
議
会

・
石
川
北
部
Ｒ
Ｄ
Ｆ
広
域
処
理
組
合

　
議
会
運
営
委
員
会

・
石
川
北
部
Ｒ
Ｄ
Ｆ
広
域
処
理
組
合

　
議
会
定
例
会

・
議
会
運
営
委
員
会

・
予
算
決
算
委
員
会

・
各
常
任
委
員
会

・
本
会
議

・
全
員
協
議
会

・
観
光
対
策
特
別
委
員
会

《
７
月
》

《
８
月
》

《
９
月
》

２
日

７
日

19
日

28
日

５
日

17
日

24
日

31
日

・
議
会
運
営
委
員
会

・
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合

　
議
会
議
員
協
議
会

・
本
会
議

・
各
常
任
委
員
会

　
予
算
決
算
委
員
会

・
予
算
決
算
委
員
会

・
予
算
決
算
委
員
会

・
議
会
運
営
委
員
会

・
全
員
協
議
会

・
本
会
議

・
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合

　
議
会
議
員
協
議
会
・
定
例
会

・
輪
島
市
穴
水
町
環
境
衛
生

　
施
設
組
合
議
会
定
例
会

　
１
日

２
日

７
日

８
日

10
日

13
日

16
日

21
日

27
日

本ページは、質問者本人の原稿を尊重して掲載しています。

鐙
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一　覧
議会議案（１件）

議会議案6号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書

記

議　決　結　果　
●賛否が分かれた議案及び請願 　その他の議案は全会一致で原案可決

議案番号 議決結果

自
民
わ

市

政

会

日
本
共
産
党

勇

気

市
民
派
一
馬
力

わ

無
会
派

会

玉
岡　
了
英 

椿
原　
正
洋 

大
宮　
　
正 

漆
谷　
豊
和 

森　
　
正
樹 

一
二
三
秀
仁 

西　
　
　
恵 

森　
　
裕
一

東
野　
秀
人

坂
本　
賢
治

上
平　
公
一

鐙　
　
邦
夫

下　
　
善
裕

門
前　
　
徹

古
坂　
祐
介

議案第80号 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

○は賛成、×は反対です。議長(西　恵)は採決に加わりません。

　新型コロナウイルス感染症のまん延により、地域経済にも大きな影響が及び、地方財政は来年
度においても、引き続き、巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に直面している。 
　地方自治体では、コロナ禍への対応はもとより、地域の防災・減災、雇用の確保、地球温暖化
対策などの喫緊の課題に迫られているほか、医療介護、子育てをはじめとした社会保障関係経費
や公共施設の老朽化対策費など将来に向け増嵩する財政需要に見合う財源が求められる。 
　その財源確保のため、地方税制の充実確保が強く望まれる。 
　よって、国におかれては、令和４年度地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現されるよ
う、強く要望する。

1　令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営と改革の基本方針
2021」において、令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保する
とされているが、急速な高齢化に伴い社会保障関係経費が毎年度増大している現状を踏まえ、
他の地方歳出に不合理なしわ寄せがなされないよう、十分な総額を確保すること。 
2　固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは家屋・
償却資産を含め、断じて行わないこと。生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊急経
済対策として講じた措置は、本来国庫補助金などにより国の責任において対応すべきものであ
る。よって、現行の特例措置は今回限りとし、期限の到来をもって確実に終了すること。 
3　令和３年度税制改正において土地に係る固定資産税について講じた、課税標準額を令和２年
度と同額とする負担調整措置は、令和３年度限りとすること。 
4　令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽減の延
長について、さらなる延長は断じて行わないこと。 
5　炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税として地方に
税源配分すること。
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専決処分（１件）

その他（１件）

議案74号 専決処分の承認を求めることについて(令和３年度輪島市一般会計補正予算(第３号))
　歳入：国からの国庫支出金の増額

　歳出：民生費、衛生費

予算（１件）

議案75号 令和３年度輪島市一般会計補正予算(第４号)
　歳入：国からの交付金の増額等

　歳出：総務費、民生費、衛生費、商工費、消防費、教育費

議案85号 財産の無償譲渡について
　市の建物を認可地縁団体の上本郷集会所へ無償で譲渡するもの。

条例（４件）

議案76号

議案77号

議案78号

議案79号

輪島市学習センター利用料徴収条例の制定について

輪島市個人情報保護条例の一部改正について

輪島市ケーブルテレビ放送施設条例の一部改正について

輪島市移住促進住宅条例の一部改正について

決算（５件）

議案80号
議案81号
議案82号
議案83号
議案84号

令和２年度輪島市一般会計歳入歳出決算の認定について
令和２年度輪島市特別会計歳入歳出決算の認定について 
令和２年度輪島市水道事業会計決算の認定について
令和２年度輪島市下水道事業会計決算の認定について
令和２年度輪島市病院事業会計決算の認定について 

輪島市学習センターの利用料の徴収に関し、必要な事項を定めるもの。

法改正に伴い、関係規定の整備を図るもの。

提供している多チャンネルサービス及びインターネット接続サービスを終了するもの。

体験ルームの使用期間を見直すもの。

議　案

上本郷地区集会所

鳳至町畠田の移住促進住宅
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決算指摘事項～５つの項目を指摘～

スクールバス

歳入の徴収又は収納の委託

　住民利用スクールバス使用料をはじめ委託先の

収納事務について適宜検査を行うとともに、要件

を満たしてない場合は改善の指示を。

学校図書館の蔵書整備

　文部科学省が定める学校図書館標準に基づき、

計画的な蔵書整備を。

水道事業

　人口減少などにより、水道料金の収入減少が見

通される中で老朽化した水道施設の更新が必要と

なることから、計画的な事業の実施及び経営基盤

の強化を。

サン・アリーナ

公の施設の管理運営

　利用者の安全を確保し、公共サービスの中断に

ならないよう、日常点検に加え専門的技術者によ

る点検の導入など今後とも計画的な実施を。

会計制度

　インフラ資産の大規模な更新を迎える中で、的

確な財政運営や政策形成を行うためにも、統一的

な基準による公会計の整備促進を。

輪島中学校

輪島浄水場
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　８月３１日に委員会を開催し、執行部から観光入り込み客数等の状況、観光関連
事業の取組状況及び總持寺開創７００年関連事業について説明を受け、質疑を行い
ました。 

　委員会におきましては、朝市事業継
続支援事業に関する状況、わじま安心
たびキャンペーンの詳細、 總持寺周辺地
区街なみ環境整備事業に関し広場の供
用開始日をはじめ、その管理方法や広
場へ車両を案内する方法について質疑
が行われました。 
　このほか、委員会終了後に總持寺周
辺地区街なみ環境整備事業の現地視察
を行い、執行部と活発に意見交換が行
われました。

禅の里広場を視察

　

　７月１９日に委員会を開催し、公共施設の現状と今後について説明を受け、旧輪島
中学校、輪島市文化会館、輪島浄水場の現地視察を行いました。 

　委員会におきましては、給水における
問題点や渇水時の水源の確保、輪島浄
水場の老朽化及び耐震化、輪島市水道
事業評価委員会の役割、水道水を作る
に当たっての浄水方法について熱心に質
疑が行われ、市民の安心・安全な水の
提供のため浄水場の老朽化解消に向け
ての取り組みが急務であると指摘をいた
しました。 

　このほか、執行部に対して輪島市文化会館事務所棟の耐震化への取り組み及びホー
ル棟改修の早期検討、旧輪島中学校に保管されている優勝旗、トロフィーをはじめと
した表彰記念品や保管物品の整理整頓について指摘がありました。

旧輪島中学校体育館を視察

特別委員会で所
管事項調査を実施特別委員会で所
管事項調査を実施

観光対策特別委員会

公共施設等調査特別委員会
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議会ニュース

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員

一
二
三
秀
仁

森
　
　
正
樹

森
　
　
裕
一

東
野
　
秀
人

門
前
　
　
徹

古
坂
　
祐
介

議会ニュース

　
９
月
24
日（
金
）、
星
稜
高
校
野
球
部
で

長
年
指
揮
を
執
ら
れ
た
門
前
町
黒
島
町
出

身
、
山
下
智
茂
氏
の
門
前
高
校
野
球
部
の

野
球
指
導
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
就
任
報
告
会
に

議
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
９
月
５
日（
日
）、
輪
島
漆
芸
美
術

館
開
館
30
周
年
記
念
式
典
に
議
長
が

出
席
し
、
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

山
下
智
茂
氏
、
門
前
高
校
野
球

指
導
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就
任

輪
島
漆
芸
美
術
館
開
館
30
周
年

　
　
　
　
　
　
　
　
記
念
式
典

年
賀
状
自
粛
の
お
知
ら
せ

挨
拶
状
の
禁
止（
公
職
選
挙
法
第
147
条
の
２
）

　

市
議
会
議
員
が
選
挙
区
内
に
あ
る
方
に
年
賀
状
、
寒
中
見
舞
状
、

暑
中
見
舞
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
（
電
報
を
含
む
）
を
出
す
こ
と
は
、

「
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
」
以
外
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
に
加
え
、輪
島
市
議
会
で
は
、

議
員
間
の
申
合
せ
に
よ
り
、
市
民
の

皆
様
方
に
対
し
答
礼
の
た
め
の
自
筆

に
よ
る
あ
い
さ
つ
状
を
送
る
こ
と
も

自
粛
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

11
月
７
日
は
立
冬
。
い
よ
い
よ
暦
の
上
で

は
冬
の
始
ま
り
で
す
。

　

秋
の
深
ま
り
を
感
じ
な
が
ら
、
冬
物
を
い

つ
出
そ
う
か
、
車
の
タ
イ
ヤ
は
い
つ
交
換
し
よ
う
・
・
・
な
ど
な
ど
、
冬
へ
の
準

備
を
進
め
な
が
ら
月
日
が
た
つ
の
が
早
い
な
と
感
じ
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
向
き
合
う
一
年
と
な
り
ま
し

た
。
不
安
な
気
持
ち
は
み
な
さ
ん
同
じ
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、感
染
さ
れ
た
方
や
御
家
族
を
責
め
た
り
せ
ず
、

医
療
従
事
者
を
は
じ
め
社
会
を
支
え
る
全
て
の
み
な
さ
ま
方
に｢

あ
り
が
と
う｣

の

気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
。

　

日
増
し
に
寒
さ
が
身
に
し
み
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
差
別
や
偏
見
を
な
く
し
、
思

い
や
り
を
持
っ
て
お
互
い
に
支
え
合
い
、
こ

の
困
難
を
乗
り
越
え
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

（答礼のための自筆のものを除く）

政治家は選挙区内の人々に祝金や祝品、
あいさつ状などを出すことは禁止されています




